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○自動運転バスに関する技術動向の調査

○自動運転技術の社会実装を想定した
ウォーカブル空間等の都市施設のあり方検討

○新技術の導入機運の醸成に向けた取り組み

○自動運転の都市への影響に関する調査分析
○都市交通・都市交通施設のあり方の検討

検討会 バス
分科会

○交通結節点（駅前広場）に焦点を当てた検討の深度化
・現況課題の洗い出し、あるべき姿、実現に向けたソリューションの方向性
・自動運転社会における交通結節点の将来像 等

○都市における自動運転に関する有識者ヒアリング等を実施
○今後の検討の方向性について議論

○実験による都市及び交通施設への影響検証

○交通結節点（駅前広場）の段階的な整備方策に関する検討
○QoLを高める自動運転とICTを活用したサービスの組み合わせ・高度
化に関する検討

H29
年度

R元
年度

R2
年度

実証実験等を通じた検証結果
についてフィードバック

自動運転技術の都市への影響可能性の
抽出・整理と対応についての検討

今後の都市交通に関する課題を踏まえた
自動運転技術の活用についての検討

○限定空間内外の接続機能のあり方に関する検討

○自動運転技術を活用したサービスの持続的な提供に向けた検討

※ 最新動向について、有識者からのヒアリングを並行して実施

・限定空間と混在空間等の接続機能として考慮すべき事項の整理
・接続機能のあり方や整備にあたり都市側で検討すべき事項の検討

R3
年度

・時間軸を意識した自動運転サービス展開の整理
・社会実装にあたり都市側で検討すべき事項の整理

実証実験の実施
検証事項の検討

機運醸成会議の実施

分科会中間とりまとめを整理

H30
年度

これまでの検討経緯（まとめ）とR3年度の検討の方向性

○全国各地で実施されている基幹的なバス交通における自動運転技術の実証実験結果等から、社会実装に向けた課題の
整理を行う。

〇自動運転技術の社会実装を実現するための与条件の整理を行い早期実現するフィールドを検討するとともに、実証実験の
課題等も踏まえて、自動運転技術の導入を想定した都市施設のあり方の整理を行う。



基幹的なバス分科会 中間とりまとめに向けた項目整理
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１．はじめに
・自動運転技術の動向と公共交通分野における取組状況

２．基幹的なバス交通への自動運転技術の導入の目的
・基幹的なバス交通の定義
・基幹的なバス交通が果たすまちづくりの役割および現状の課題
・自動運転技術を導入することによる効果
ー現状の課題解決の期待
ー波及効果の期待
ー未来のイノベーションの可能性

３．基幹的なバス交通における自動運転技術活用の動向
・自動運転に当たり必要となる技術の整理
・実証実験から得られた成果と課題の整理
・上記の課題を踏まえた自動運転の導入に際しての
都市施設のあり方として考慮すべき事項の整理

４．基幹的なバス交通における自動運転技術の社会実装時のあり方
・自動運転技術の社会実装に向けた与条件の整理
・基幹的なバス交通において社会実装が早期に見込
まれるフィールドの検討
・検討したフィールドにおける自動運転技術活用による波及効果の見込み
・現状の課題解消や自動運転技術の波及効果を想定した都市施設のあり方の検討

地方公共団体、バス事業者等へ自動運転
の実証実験に取り組む目的をヒアリング

地方公共団体、バス事業者等へ実証実験
の取組状況をヒアリング

自動車メーカー等へ自動運転車の社会実
装への展望についてヒアリング



基幹的なバス分科会 検討スケジュール
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第１回 検討会 （11/29）

自動運転に関する
国内外の動向調査

基幹的なバス分科会中間とりまとめに向けた項目整理

バス分科会

地方自治体、バス事業者、技術開発者等へヒアリング

基幹的なバス分科会中間とりまとめ作成
・基幹的なバス交通への自動運転技術の導入の展望
・基幹的なバス交通における自動運転技術活用の動向
・自動運転技術の社会実装時の都市施設のあり方

基幹的なバス分科会中間とりまとめ公表

検討スケジュールは以下のとおり想定している。

第２回 検討会

機運醸成会議の開催（講演会形式）

機運醸成会議の開催
（セミナー形式）


